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２月 定 例 教 育 委 員 会 会 議  議 事 録 

 

令 和 ２ 年 ２ 月 ６ 日 

午後３時３０分開会 

さんくす３番館４階大会議室 

                  

 

出 席 委 員                 

      原 田 勝 教 育 長    谷口学教育長職務代理者 

      和 泉 愼 次 委 員    安 達 友 基 子 委 員 

            福 田 知 弘 委 員    和 田 光 代 委 員 

 

 

     出 席 説 明 員 

橋 本 敏 子 学 校 教 育 部 長    木 戸 誠 地 域 教 育 部 長 

大 江 慶 博 教 育 監    道場久明学校教育部次長教育総務室長兼務 

植田聡学校教育部次長指導室長兼務    落 俊 哉 地 域 教 育 部 次 長 

生 駒 靖 子 教 育 政 策 室 長    橋 本 健 一 保 健 給 食 室 長 

草場敦子教育センター所長    前 田 隆 男 青 少 年 室 長 

北澤直子保育幼稚園室長    中村美和教育総務室参事 

堀 哲 郎 教 育 政 策 室 参 事    市 川 泉 教 育 政 策 室 参 事 

薬 師 川 晃 指 導 室 参 事    中井建志指導室参事・指導主事 

木 谷 美 香 教 職 員 課 長    長 八 七 代 中 央 図 書 館 長 

林野優子地域教育部参事    林勝放課後子ども育成課長 

山本和仁地域教育部参事    小林貴美子保育幼稚園室参事 

安井修保育幼稚園室参事    曽谷俊弘まなびの支援課長代理 

 

 

     

 

 

 記 録 者   

      上田祥代教育政策室主幹    金崎栄一教職員課長代理・指導主事 
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２月 定 例 教 育 委 員 会 会 議  議 事 録 

 

 

午後３時３０分   開 会 

原田勝教育長 

 

 

原田勝教育長 

 

 

 

全委員 

原田勝教育長 

 

市川泉教育政策室参事 

原田勝教育長 

 

全委員 

原田勝教育長 

 

原田勝教育長 

 

 

 

原田勝教育長 

 

 

曽谷俊弘まなびの支援課長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ今から２月定例教育委員会会議を開催いたします。 

署名委員に和泉委員を指名いたします。 

記録者に上田教育政策室主幹、金崎教職員課長代理を指名いたします。 

議事日程に先立ちまして、本日の日程第４ 議案第１０号「令和元年度末

令和２年度当初教職員人事について」は、人事案件ですので、吹田市教育委

員会会議規則第５条ただし書きの規定により、秘密会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認め、日程第４ 議案第１０号を秘密会とします。 

次に、本日の傍聴席の数について事務局から説明してください。 

本日の傍聴席の設置可能数は１０席で、現在の傍聴希望者数は３名です。 

それでは、本日の傍聴は１０名まで許可したいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

異議なし。 

異議なしと認め、本日の傍聴は１０名まで許可します。 

－傍聴者入室－ 

議事に先立ちまして、傍聴の方にお知らせいたします。 

本日の日程第４ 議案第１０号「令和元年度末令和２年度当初教職員人事

について」につきましては、秘密会となりましたので、議案第１０号の審議

の際には退室をお願いいたします。 

それでは、議事日程に従いまして、日程第１ 議案第４号「吹田市地区公

民館長の委嘱について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

日程第１ 議案第４号「吹田市地区公民館長の委嘱について」御説明申し

上げます。 

今回の地区公民館長の委嘱につきましては、２月２９日をもって任期満了

となる１名について委嘱するものでございます。 

恐れ入りますが、議案書３ページ、吹田市地区公民館長被委嘱者名簿を御

覧ください。 

北千里地区公民館の、水貝俊治様は、再任の方で、委嘱期間につきまして

は令和２年３月１日から令和２年３月３１日までの１か月間でございます。 

館長の委嘱期間につきましては、吹田市地区公民館長委嘱要領第４条によ

り、２年以内としております。 

また、現在、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律（平成２

９年法律第２９号）の施行に伴い、令和２年４月１日から、公民館長の職を

会計年度任用職員として任用することを検討していることから、そのような
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原田勝教育長 

全委員 

原田勝教育長 

 

原田勝教育長 

 

 

 

堀哲郎教育政策室参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原田勝教育長 

谷口学教育長職務代理者 

 

 

堀哲郎教育政策室参事 

 

 

 

 

 

 

和泉愼次委員 

 

堀哲郎教育政策室参事 

場合にも対応できるように、委嘱期間を令和２年３月末日までとさせていた

だきます。 

今回の被委嘱者は、地区公民館の区域内にお住まいの方でございまして、

地区公民館の企画運営委員の皆様からも御推挙いただいております。 

今回の委嘱によりまして、地区公民館長の男女別館長数は、男性が１７名、

女性が１２名で変更はございません。 

以上、簡単な説明でございますが、御審議いただき、御承認いただきます

よう、お願い申し上げます。 

それでは、この件について、何か御意見はございませんか。 

異議なし。   

異議なしと認め、議案第４号「吹田市地区公民館長の委嘱について」を承

認します。 

次に、日程第２ 吹田市議会の議決を経るべき事件の議案について 議案

第５号「執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

日程第２ 議案第５号「執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について」御説明申し上げます。 

議案書の７ページを御覧ください。 

本件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条に基づき、市

長から意見を求められた、令和２年２月議会に提案される議案につきまして、

御承認をお願いするものでございます。 

内容は、近年の過大校対策の状況等に鑑み、教育委員会の附属機関として、

学校規模等に係る基本的な考え方及び施策についての調査審議を行う、吹田

市立学校規模等検討委員会を設置しようとするものでございます。 

以上、簡単な説明ではございますが御審議いただき、原案どおり御承認賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

それでは、この件について、何か御意見はございませんか。 

過大校や学校規模については平成１４年３月に吹田市立小・中学校の適正

規模についての基本的な考え方を示されたと思っているんですが、今回見直

す必要性を説明してください。 

確かに、規模等につきましてはおっしゃられたとおり、考え方を整理して

おります。現在は、規模の違いを特色として捉え、その強みを生かした教育

を学校で進めていただいているところです。 

その中で、基本的な考え方を策定してから１５年ほどの年数も経過してお

り、少人数教室としての活用など、教室の使用方法についても変化していま

す。今後も市内で大規模な開発が想定されることなどから改めて学校規模等

の検討をお願いするものです。 

過大校等対策が見直しの契機となったように思いますが、過大校等対策の

現状と今後の想定を説明してください。 

現在、校舎増築の実施設計を行っているのが千里第二小学校、豊津第一小
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安達友基子委員 

 

 

 

 

 

 

福田知弘委員 

 

 

 

 

原田勝教育長 

全委員 

原田勝教育長 

 

原田勝教育長 

 

 

北澤直子保育幼稚園室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校、千里丘中学校、実際に工事着手していますのが佐竹台小学校、千里丘

北小学校です。なお、千里第二小学校は現在増築のための解体工事に着手し

ています。 

この後議案であがってきますが、来年度予算では江坂大池小学校校舎増築

の実施設計予算を計上します。また、過大校等対策事業ではありませんが、

教室不足のため、来年度予算で山田第二小学校、千里丘北小学校の留守家庭

児童育成室を増築する設計予算を計上します。 

今年度行いました児童生徒数の推計では、令和７年度までに吹田南小学校、

高野台小学校、津雲台小学校、古江台小学校、藤白台小学校、高野台中学校

の計６校で教室が足りず、今のままでは増築が必要な状況となっています。 

なお、推計は大規模開発等によるもののほかは移動がないものとして想定

しており、実際の転出入によって人数が変わってきますので、来年度にもう

一度推計を行い、今後の対応の必要性を検討していきたいと考えています。 

これは意見なのですが、今回審議会を設けるということで、前回同じよう

な審議をされてから１５年くらい経ったということなので、考え方をもう一

度整理し直すというそれ自体は良いと思うんですけれども、そもそも今の学

校の状況、どこの学校でどのくらい児童・生徒がいるのか、今後どうなる見

込みなのか、特色を各校でどのように付けられているのか、など事務局とし

てもっと公表を積極的にしてもらって、保護者や市民の理解を得る努力をし

ていただいた方がいいのかな、と思いました。 

同じく意見なのですが、説明いただいたなかで、大規模な開発という話が

ありましたけれども、そういう開発のマネジメントですね、これはなかなか

難しいことではあるのですが、受け入れていく環境の整備を検討していく必

要があるのではないかと思っております。他の市でどのように行っているか

という事例調査も含めて、進めていただければと考えております。 

他に、御意見はございませんか。 

異議なし。   

異議なしと認め、議案第５号「執行機関の附属機関に関する条例の一部を

改正する条例の制定について」を承認します。 

次に、議案第６号「吹田市立教育・保育施設条例の一部を改正する条例の

制定について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

議案第６号「吹田市立教育・保育施設条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」概要を御説明申し上げます。 

議案書の１３ページを御覧いただきますようお願いいたします。 

本議案は、認定こども園吹田南幼稚園の位置を変更するため、提案するも

のでございます。 

１５ページの吹田市立教育・保育施設条例現行・改正案対照表をお願いし

ます。 

第３条第２項にお示しする所在地を、吹田市南吹田５丁目１２番２号から

吹田市南金田１丁目４番１６号に改正するものでございます。 
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原田勝教育長 

全委員 

原田勝教育長 

 

原田勝教育長 

 

 

中村美和教育総務室参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原田勝教育長 

全委員 

原田勝教育長 

 

附則でございますが、この条例は令和２年４月１日から施行することとい

たしております。 

よろしく御審議をいただき、原案どおり御承認賜りますようお願い申し上

げます。 

それでは、この件について、何か御意見はございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認め、議案第６号「吹田市立教育・保育施設条例の一部を改正

する条例の制定について」を承認します。 

次に、議案第７号「吹田市長等の損害賠償責任の一部免除に関する条例の

制定について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

日程第２ 議案第７号「吹田市長等の損害賠償責任の一部免除に関する条

例の制定について」御説明申し上げます。 

本件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条に基づき、市

長から意見を求められた、吹田市長等の損害賠償責任の一部免除に関する条

例の制定につきまして、御承認をお願いするものでございます。 

議案書の１９ページを御覧ください。 

本案は、地方自治法が改正され、これまで上限のなかった職員の損害賠償

責任につきまして、軽過失の場合には、当該賠償責任額の総額から、条例で

定める額を控除した残りの額を、免除することができることとなりましたこ

とに伴い、同法の規定に基づき、本市市長等の損害賠償責任の一部を免除す

るため、制定しようとするものでございます。 

以下、条例案の内容につきまして、御説明申し上げます。 

第１条は、地方自治法の規定に基づき、市長その他の職員の本市に対する

損害賠償責任を、当該職員がその職務を行うにつき善意でかつ重過失がない

ときは、第２条で定める額を控除した残りの額を免除する旨を定めるもので

ございます。 

第２条は、免除することができない額につきまして、第１号で、市長は基

準給与年額の２年分の額とし、第２号で、市長以外の職員は基準給与年額の

１年分の額とする旨を定めるものでございます。 

なお、教育長及び教育委員は、第２号の市長以外の職員に含まれるもので

ございます。 

最後に附則でございますが、この条例は、本年４月１日から施行し、同日

以後の行為に基づく損害賠償責任について適用することといたしておりま

す。 

以上、よろしく御審議いただき、原案どおり、御承認賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

それでは、この件について、何か御意見はございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認め、議案第７号「吹田市長等の損害賠償責任の一部免除に関

する条例の制定について」を承認します。 
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林野優子地域教育部参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原田勝教育長 

全委員 

原田勝教育長 

 

原田勝教育長 

 

 

中村美和教育総務室参事 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、議案第８号「吹田市立健都ライブラリー建設工事（建築工事）請負

契約の変更について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

 日程第２ 議案第８号「吹田市立健都ライブラリー建設工事（建築工事）

請負契約の一部変更について」を御説明申し上げます。 

議案書２１ページから２５ページを御覧ください。 

 吹田市立健都ライブラリー建設工事（建築工事）請負契約につきましては、

平成３１年２月市議会において、御議決いただきました契約内容のうち、請

負金額を変更するものでございます。 

変更理由でございますが、平成３１年（２０１９年）２月２２日付けで国

土交通省から平成３１年３月から適用する公共工事設計労務単価についての

運用に係る特例措置についての通知がございました。 

この通知の趣旨に沿いまして、受注者から請負金額の変更の請求がありま

したため、本工事の請負金額を８７９，１２０，０００円から８８０，６７

６，５００円に変更するものでございます。 

 以上、簡単な説明でございますが、よろしく御審議をいただき、原案どお

り御承認賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

それでは、この件について、何か御意見はございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認め、議案第８号「吹田市立健都ライブラリー建設工事（建築

工事）請負契約の一部変更について」を承認します。 

次に、議案第９号「令和２年２月吹田市議会定例会提案の令和２年度当初

予算案について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

日程第２ 議案第９号「令和２年２月吹田市議会定例会提案の令和２年度

当初予算案について」御説明申し上げます。 

本件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条に基づき、市

長から意見を求められた、令和２年２月議会に提案される令和２年度当初予

算にかかる議案につきまして、御承認をお願いするものでございます。 

初めに、令和２年度教育費の歳出に係る当初予算案について、３１ページ

から３２ページにかけまして、科目別対前年度比較表をお示ししております。 

一番左の列には、教育費を項、目別に区分し、その右から、順に令和２年

度を本年度、令和元年度を前年度とする当初予算額を、また一番右の列にそ

れぞれの増減額をお示ししております。金額は千円単位でございます。 

３２ページをお願いいたします。 

一番下の行に、教育費の合計額をお示ししております。令和２年度の教育

費は、１４，６５３，３５０，０００円で、対前年度比で２，４４６，０８

４，０００円の増額となっております。 

なお、令和２年度吹田市一般会計予算は、１３５，１９４，７３３，００

０円で、対前年度比で８，３００，８８６，０００円の増額、率にして６．

５４％増加しております。 
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また、一般会計に占める教育費の割合は１０．８４％となり、前年度の９．

６２％に比べ、１．２２ポイント増加しております。 

次に、３３ページをお願いいたします。 

３３ページから３６ページにかけて歳入予算をお示ししております。 

左の列から順に、科目、本年度予算額、前年度予算額、増減額、節の内訳、

一番右の列が説明となっております。金額は千円単位でございます。 

初めに、分担金及び負担金の教育費負担金につきましては、独立行政法人

日本スポーツ振興センター負担金で、前年度比で９３，０００円の増となっ

ております。 

次に、使用料及び手数料の教育使用料につきましては、主に幼児教育・保

育無償化に伴う幼稚園使用料の減額により、前年度比で５７，２８７，００

０円の減となっております。 

国庫支出金の教育費国庫負担金につきましては、小学校過大校等対策事業

に充当されるものとして、公立学校施設整備費負担金１７４，５８２，００

０円を計上しております。 

３４ページをお願いいたします。 

民生費国庫補助金につきましては、幼稚園の一時預かり事業に係る子ど

も・子育て支援交付金の増額により、前年度比で２９８，０００円の増とな

っております。 

消防費国庫補助金につきましては、中央図書館耐震補強等改修事業に充当

されるものとして、新たに社会資本整備総合交付金１４，２１３，０００円

を計上しております。 

教育費国庫補助金につきましては、前年度比で１，１３１，０００円の増

となっております。 

３５ページをお願いいたします。 

続きまして、府支出金の民生費府補助金につきましては、子どもの貧困緊

急対策事業費補助金の増額により、前年度比で２１，３７０，０００円の増

となっております。 

教育費府補助金でございますが、認定こども園施設整備費補助金を計上し

なかったことなどにより、前年度比で２１，４０９，０００円の減となって

おります。 

財産収入の財産貸付金収入、及び利子及び配当金につきましては、増減は

なく、繰入金の「こども笑顔輝き基金繰入金」につきましては、本年度の計

上はございません。 

続きまして、諸収入の給食物資購入資金貸付金回収金収入につきましては、

増減はございません。 

３６ページをお願いいたします。 

雑入につきましては、１３，１０９，０００円の増額となっております。 

市債の教育債につきましては、健都ライブラリー整備事業、小・中学校改

修事業等によるもので、前年度比で１，１６１，４００，０００円の増とな

っております。 
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続きまして、３７ページをお願いいたします。 

３７ページから５６ページにつきましては、歳出予算をお示ししておりま

す。 

初めに、教育総務費でございますが、教育委員会費は、前年度比で５５３，

４０８，０００円の増額となっております。これは主に事業の組替えにより、

小学校管理運営費及び中学校管理運営費から人件費等を移し替えたことによ

るものでございます。 

３８ページをお願いいたします。 

教育センター費につきましては、前年度比で１６，９８４，０００円の増

額となっております。これは主に、いじめ予防推進業務委託料及び会計年度

任用職員報酬の増によるものでございます。 

３９ページをお願いいたします。 

教育指導費につきましては、前年度比で１２５，７９７，０００円の増額

となっております。これは主に、英語指導助手、学校問題解決支援員、スタ

ーター等の報酬の増によるものでございます。 

４０ページをお願いいたします。 

人権教育企画費につきましては、前年度比で４１０，０００円の増、学習

支援費につきましては、前年度比で２，８３２，０００円の減となっており

ます。 

次に小学校費でございますが、小学校管理運営費は、前年度比で ３７，

７９７，０００円の増となっております。 

４１ページをお願いいたします。 

小学校改修費につきましては、前年度比で１，２８０，４２０，０００円

の増額となっております。これは主に、校舎増築工事費、空調設備整備工事

費の増によるものでございます。 

４２ページをお願いいたします。 

次に、中学校費でございますが、中学校管理運営費は、前年度比で１１４，

４０１，０００円の減となっております。 

４３ページをお願いいたします。 

中学校改修費につきましては、前年度比で５２，８９６，０００円の増額

となっております。これは主に、校舎増築工事費、空調設備整備工事費の増

によるものでございます。 

幼稚園費でございますが、幼稚園費は、前年度比で２４０，１９２，００

０円の減額となっております。これは主に、幼児教育・保育の無償化に伴う

私立幼稚園就園奨励費補助金の廃止等によるものでございます。 

認定こども園吹田南幼稚園移転整備費につきましては、事業が終了したた

め、今年度はございません。 

４５ページをお願いいたします。 

次に、社会教育費でございますが、社会教育総務費は、前年度比で６１，

４３８，０００円の増額となっております。これは主に、人件費の増による

ものでございます。 
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青少年教育費につきましては、前年度比で５，０８２，０００円の減とな

っております。 

４６ページをお願いいたします。 

公民館費につきましては、前年度比で４，０９２，０００円の減額となっ

ております。旧山手地区公民館解体工事費の減によるものでございます。 

４７ページをお願いいたします。 

次に、図書館費につきましては、前年度比で７５９，９７４，０００円の

増額となっております。これは主に、中央図書館耐震補強及び大規模改修工

事費を計上したことによるものでございます。 

４８ページをお願いします。 

自然体験交流センター費につきましては、前年度比で５０３，０００円の

増額となっております。これは指定管理者選定委員会委員報酬を計上したこ

とによるものでございます。 

次に青少年クリエイティブセンター費につきましては、前年度比で７，５

５５，０００円の増額となっております。これは主に、人件費の増によるも

のでございます。 

４９ページをお願いいたします。 

文化財保護費は、前年度比で１３４，３３０，０００円の増額となってお

ります。これは主に、旧西尾家住宅に係る工事請負費の増によるものでござ

います。 

博物館費につきましては、前年度比で４，５７２，０００円の増額となっ

ております。これは主に、報酬等の増によるものでございます。 

５１ページをお願いいたします。 

生涯学習費につきましては、前年度比で８６５，０００円の増額となって

おります。これは主に、会計年度任用職員に係る報酬の増によるものでござ

います。 

５２ページをお願いいたします。 

青少年活動サポートプラザ費につきましては、前年度比で６，１０５，０

００円の減額となっております。これは主に、事業者選定委員会委員報酬等

の減によるものでございます。 

５３ページをお願いいたします。 

（仮称）健都ライブラリー建設費につきましては、前年度比で２７８，１

３８，０００円の増額となっております。これは主に、初度備品購入費の増

によるものでございます。 

北千里小学校跡地複合施設建設費につきましては、前年度比で３８，６４

５，０００円の増額となっております。北千里小学校跡地の複合施設の建設

整備に係る実施設計委託料の増によるものでございます。 

自然の家費として、指定管理者施設管理委託料及び施設改修費を２２８，

３５９，０００円計上し、公民館改修費及び少年自然の家費は今年度はござ

いません。 

５４ページをお願いいたします。 
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保健体育費でございますが、保健体育総務費は、前年度比７，６２６，０

００円の増額となっております。これは主に、会計年度任用職員報酬の増に

よるものでございます。 

学校保健体育費につきましては、前年度比で２２，９０５，０００円の減

額となっております。これは主に、空調設備整備工事費の減によるものでご

ざいます。 

５５ページをお願いいたします。 

学校給食費につきましては、前年度比で１３４，７１１，０００円の減額

となっております。これは主に、給食調理室改修工事に伴う経費の減による

ものでございます。 

５７ページをお願いいたします。 

債務負担行為につきましては、将来にわたる債務を負担するため、その期

間と限度額を示し、計上するものでございます。 

英語指導助手派遣業務をはじめ、１２の事項につきまして、それぞれ表に

お示ししております期間、限度額としております。 

以上が、令和２年度教育費当初予算案の説明でございます。 

概要のみの説明ではございますが、議案第９号につきまして、原案どおり、

御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

それでは、この件について、何か御意見はございませんか。 

先程の歳出の御説明のなかで、いじめ予防の施策や取組のために、教育セ

ンター費の予算の増加とあったかと思うんですけれども、令和２年度の当初

予算において、いじめ予防の施策や取組のために新規や拡充の事業として、

どのようなものを予算計上しているのか説明してください。 

当初予算におきまして、「児童・生徒の学習・生活面をきめ細かく支援す

るスターター」や「いじめ対応支援員」の増員といった体制強化に繋がる拡

充予算を計上しています。 

また、いじめ予防授業につきまして、今年度の専門研修を実施しておりま

すが、それに続く、各校のリーダーを対象とした研修、学校風土・いじめ調

査、いじめ予防授業に活用する教材のための予算を計上しています。 

いじめ予防の取組に関しまして、教育委員会はこれまでいろんな形で取り

組んできたんですけれども、予算という形で見るといくつかの事業に分かれ

ているために、一体的に取り組んでいるというのが市民に分かりにくいと思

いますし、全体的にどんな形でこれからやっていこうと思われているのか、

市民にとって分かりやすく説明していただけるなどあるのでしょうか。 

いじめ予防につきまして、予算がいくつかに分かれてございます。今後に

ついては、継続事業や新規・拡充事業に限らず、一つの施策と捉えたうえで、

積極的で未来に向けた取組としてイメージできるようにプロジェクトとして

位置づけます。 

プロジェクト名を「すいた GRE・EN スクールプロジェクト」とさせてい

ただき、学校、教育委員会、市が一丸となって取組を進めていきたいと考え

ています。 



11 

和泉愼次委員 

 

 

薬師川晃指導室参事 

 

 

 

 

 

 

福田知弘委員 

 

 

 

薬師川晃指導室参事 

 

原田勝教育長 

全委員 

原田勝教育長 

 

 

原田勝教育長 

 

 

安井修保育幼稚園室参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクト名を「すいた GRE・EN スクールプロジェクト」と決められ

たということですけれども、この意味や、位置付け、目的について説明して

ください。 

ローマ字の「GRE・EN」でお示しする中で、「GRE」は good relation

で「良い関係」、「良い間柄」という意味でございます。また、「EN」は

enjoymentで「楽しみや喜び」という意味です。 

そして、位置付けや目的についてでございます。 

子供たちが学校生活において、友人や先生、地域の人たちと良い関係を築

き、楽しみや喜びを感じながら安心して過ごせる環境を整えることを目的と

したプロジェクトとして位置付けています。 

いじめ予防の取組については学校や教育委員会、市が一丸となって進めて

いかなければならないと思いますが、予算はしっかりと確保できているのか

どうか、またどの程度見込んでいるのか、繰り返しになるかもしれませんが

説明してください。 

いじめ予防の取組を進めるため、関連予算といたしまして、総額１５０，

０００，０００円程度を市議会２月定例会に提案する予定です。 

他に、御意見はございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認め、議案第９号「令和２年２月吹田市議会定例会提案の令和

２年度当初予算案について」を承認します。 

次に、日程第３ 教育長報告を議題とします。 

はじめに、「千里新田幼稚園・江坂大池幼稚園の幼保連携型認定こども園

化について」です。 

事務局の説明を求めます。 

日程第３「千里新田幼稚園・江坂大池幼稚園の幼保連携型認定こども園化

について」御報告させていただきます。 

議案書６１ページを御覧ください。 

今回の御報告は、既存の公立幼稚園を認定こども園にして、待機児童対策

を行おうとするものでございます。 

認定こども園化にあたりましては、保護者のニーズを考え、吹田市で従来

から行ってきた「幼稚園型」ではなく、３歳児からの「幼保連携型認定こど

も園」としたいと考えています。 

まず、対象の幼稚園ですが、千里新田幼稚園と江坂大池幼稚園の２園でご

ざいます。 

続いて、実施理由ですが、次期の子ども・子育て支援事業計画では、令和

２年度以降も必要な保育量は増加する見込みがあります。引き続き待機児童

対策を実施していく必要があります。特にＢ区域である豊津・江坂・南吹田

地域及び千里山・佐井寺地域において入所不可児童が多く発生し、その中で

も３歳児の入所枠が最も不足するものと見込んでいます。 

そのため、Ｂ区域にある千里新田幼稚園と江坂大池幼稚園の２園を、幼保

連携型認定こども園とすることで、３歳児の保育受入枠を確保するものです。 
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山本和仁地域教育部参事 

続いて、実施する効果でございますが、１つ目として、入所枠が不足する

Ｂ区域で、３歳児の保育受入枠を増やすことができます。 

２つ目は、民間事業者の公募では、土地や保育士を確保することが難しい

状況で、既存の公立幼稚園を活用ことで確実に実施することができます。 

３つ目として、既存の施設を活用することで、新設するよりも全体の整備

費用を抑えることができます。 

４つ目、開所時間の８時間から１２時間への延長、土曜日の常時開所等に

より、保育サービスの拡充が図れます。 

５つ目として、現在、定員は１００名の予定なんですけれども、空きの見

られる幼稚園について、充足率の向上が見込まれます。 

続いて、実施予定ですが、令和２年２月に実施設計、令和３年２月に改修

工事に係る予算（案）を計上、令和３年１１月に教育・保育施設条例の改正

（案）を提案、令和４年３月に認可手続きを実施し、４月より幼保連携型認

定こども園での運営開始を予定しております。 

報告については以上です。 

それでは、この件について、なにか御意見はございませんか。 

御説明いただきましたように、児童数増加に対応するため、吹田南幼稚園

のように移転をすることもあります。地域の就学前児童数が増えたことで江

坂大池幼稚園、千里新田幼稚園をこども園にするのなら、同園が学校内にあ

る江坂大池小学校、千里新田小学校の教室確保は大丈夫なのでしょうか。 

認定こども園になっても使用教室は現行の教室を使用するため、小学校に

影響はありません。 

また、江坂大池小学校は来年度から校舎増築に着手し、教室を増やす予定

であり、千里新田小学校については、今年度の児童数推計では令和７年度ま

では教室確保できることを確認しています。 

今後、さらに児童数が増加するようであれば、教育政策室とも連携し、必

要な対応を検討していきます。 

３歳以上の幼保連携型認定こども園は吹田市で初めての運営ですが、他の

類型と違いがあれば説明してください。 

児童数の定員は既存の幼稚園型認定こども園８園と同じ８５人定員を原則

としております。開所時間、開所曜日は既存の幼保連携型認定こども園（は

ぎのきこども園）と同じで、開所時間は１２時間、開所曜日は月曜日から土

曜日となります。 

なお、教育委員会所管の幼稚園型認定こども園とは異なり、幼保連携型認

定こども園は市長部局の所管となります。 

他に、御意見はございませんか。 

御意見がないようですので、次に、「吹田市放課後児童健全育成事業の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につい

て」です。 

事務局の説明を求めます。 

教育長報告といたしまして、「吹田市放課後児童健全育成事業の設備及び
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運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について」御報

告申し上げます。 

議案書６３ページを御覧ください。 

改正の理由でございますが、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準につきましては、児童福祉法第３４条の８の２第１項の規定により

市町村の条例で定めなければならないこととされており、本市においても、

吹田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例を

制定しています。 

本条例におきまして、指導員（放課後児童支援員）は、「都道府県知事又

は指定都市の長が行う研修を修了したものでなければならない。」としてい

ますが、研修を受ける機会が年度間に限られているため、令和２年度末まで

は、研修終了予定者でも指導員として認められる猶予期間を設定していまし

た。 

本市では、令和元年度におきまして、指導員の欠員が３７名と深刻な状況

であり、今後の児童推計からも、指導員不足はさらに深刻度を増すことが予

想されます。 

指導員不足への対応を行いつつ、保育の質を確保する必要があることから、

資格取得に係る研修修了期間につきまして、議案書６７ページの対照表を御

覧ください。 

対照表の右側、改正案のとおり、指導員の研修の受講を猶予する取扱いを

延長するとともに、猶予の対象者を初めて市内の育成室の指導員となって１

年以内の者に限るよう、改正しようとするものです。 

なお、附則といたしまして、この条例は、令和２年４月１日から施行させ

ていただく予定でございます。 

以上でございます。 

それでは、この件について、何か御意見はございませんか。 

御意見がないようですので、次に、「令和２年度当初予算及び令和元年度

補正予算について（放課後子ども育成課所管分）」です。 

事務局の説明を求めます。 

教育長報告といたしまして、「令和２年度当初予算及び令和元年度補正予

算について（放課後子ども育成課所管分）」を御説明申し上げます。 

議案書６９ページをお願いいたします。 

初めに、令和２年度当初予算案説明書でございますが、まずは歳入をお示

ししております。前年度比で２０，８７０，０００円の増額となっておりま

す。これは主に入室児童数の増加に伴う留守家庭児童育成室保育料及び子ど

も・子育て支援交付金の補助金の増加等によるものです。 

次のページをお願いします。 

続きまして、歳出でございますが、予算科目は、（款）民生費、（項）児

童福祉費、（目）留守家庭児童育成費でございます。 

前年度比で、１０７，９７２，０００円の増額となっております。 

これは主に、委託料として、新たに１育成室の運営が民間委託に移行した
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ことに伴う運営業務委託料が増大したこと、また、工事請負費として佐竹台

留守家庭児童育成室増築工事が計上されていること等によるものです。 

次のページをお願いいたします。 

令和元年度補正予算案説明書でございます。 

１６４，１１２，０００円を減額するものです。 

主なものといたしましては、まず、報酬６４，４０９，０００円の減額で

すが、これは、非常勤指導員が多くの欠員を生じており、欠員分は臨時雇用

員により補完して運営しているため、報酬としての支出が減少したことによ

り不用額を減額するものです。 

次に、委託料５４，７９５，０００円の減額でございますが、これは、運

営を委託している留守家庭児童育成室におきまして、障がい児を受け入れる

際に加配する指導員数が見込みを下回ったこと等によるため、不用額を減額

するものです。 

次のページをお願いします。 

こちらは、債務負担行為補正でございます。 

まず、上段の追加といたしましては、藤白台留守家庭児童育成室運営業務

につきましては、入室児童数の増加が当初の見込みを上回ったため、委託料

の限度額の追加をするものです。 

下段の廃止といたしまして、東留守家庭児童育成室及び高野台留守家庭児

童育成室の運営業務につきましては、事業者の選定に至らなかったため、債

務負担行為を廃止するものです。 

以上が、放課後子ども育成課所管分の令和２年度当初予算案及び令和元年

度補正予算案の説明でございます。 

それでは、この件について、何か御意見はございませんか。 

御意見がないようですので、教育長報告を終わります。 

恐れ入りますが、追加議案を２件、提出させていただきたいと存じますの

で、よろしくお取り計らいいただきますよう、お願い申し上げます。 

ただ今、追加議案の提出の申し入れがされましたが、議事日程の順序を変

更して、追加日程第１を日程第４、追加日程第２を日程第５として議題とす

ることとし、以下の議事日程につきましては、日程第４を日程第６に順序を

繰り下げることに御異議はございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。 

それでは、議案を配布してください。 

―議案書配布― 

それでは、日程第４ 吹田市議会の議決を経るべき事件の議案について 

議案第１１号「令和２年２月吹田市議会定例会提案の令和元年度補正予算案

について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

日程第４ 議案第１１号「令和２年２月吹田市議会定例会における令和元年

度補正予算案について」御説明申し上げます。 
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本件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条に基づき、市

長から意見を求められた、令和２年２月議会に提案される令和元年度補正予

算に係る議案につきまして、御承認をお願いするものでございます。 

先ほどお配りしました、令和元年度教育費補正予算案の５ページをお願い

いたします。５ページから６ページにかけて、歳入予算の補正額をお示しし

ております。 

初めに、教育使用料・自然体験交流センター使用料につきましては、使用

料収入が当初見込みを上回ることにより、１，０００，０００円を増額する

ものでございます。 

教育国庫負担金でございますが、公立学校施設整備費負担金につきまして

は、補助金の交付決定額が当初見込みを下回ったことにより、１，７６６，

０００円を減額するものでございます。 

教育費国庫補助金の主な補正額でございますが、幼稚園就園奨励費補助金

につきましては、補助金の交付決定額が当初見込みを下回ったことにより８，

８００，０００円を減額、学校施設環境改善交付金が上回ったことにより９

８４，８５２，０００円を増額するものでございます。 

民生費府補助金につきましては、子どもの貧困緊急対策事業費補助金２，

０，０００，０００円を、指定寄附金につきましては、旧西尾家住宅大規模

修繕基金への寄付金として５，００３，０００円を新たに計上しております。 

雑入、教育債につきましては、それぞれ当初見込みを下回ったものを減額、

上回ったものを増額するものでございます。 

続きまして、７ページをお願いいたします。 

７ページ以降は歳出予算の補正額でございます。これは、主に今後予算執

行の見込みのないものについて減額するものでございます。 

なお、表の中ほど「節」の「区分」中、給料、職員手当等及び共済費の人

件費につきましては、当初予算の積算が令和元年１月を基準としているため、

その後の人事異動、育児休業等により、差額が生じたこと等により、調整す

るものでございます。 

以下、人件費以外の主な項目について御説明いたします。 

教育センター費につきましては、１２，６９８，０００円を減額するもの

でございます。主なものとしまして、報酬４，８００，０００円の減額は教

育相談等非常勤職員報酬が見込みを下回ったこと、委託料９３９，０００円

の減額は学校教育情報通信ネットワーク保守委託料が見込みを下回ったこと

によるものでございます。 

教育指導費につきましては、民族学校就学援助費１００，０００円を減額

するものでございます。 

人権教育企画費につきましては、通信運搬費９０，０００円を減額するも

のでございます。 

学習支援費４，５００，０００円の減額は、高等学校等学習支援金の選定

者数が当初見込みを下回ったため、不用額を減額するものでございます。 

小学校費でございますが、小学校管理運営費は、８８，８０４，０００円
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を増額するものでございます。工事監理委託料６，４９７，０００円、江坂

大池小学校及び桃山台小学校昇降機設置工事に係る工事請負費１６２，０８

４，０００円を増額し、就学援助費の支給対象者が見込みを下回ったため、

扶助費２７，０００，０００円を減額するものでございます。 

８ページをお願いいたします。 

小学校改修費につきましては、校舎大規模改造工事、屋内運動場大規模改

造工事等の経費として、２，６１１，８７０，０００円を増額するものでご

ざいます。 

次に、中学校費でございますが、中学校管理運営費は、４５，１１１，０

００円を減額するものでございます。 

これは、大規模改造工事に伴う備品の入札差金等により備品購入費を５，

３４５，０００円、就学援助費及び特別支援教育就学奨励費の支給対象者が

当初見込みを下回ったため、扶助費１９，０００，０００円を減額するもの

でございます。 

中学校改修費につきましては、校舎大規模改造工事、屋内運動場大規模改

造工事等に係る経費として、１，８０２，８４４，０００円を増額するもの

でございます。 

９ページをお願いいたします。 

幼稚園費でございますが、幼稚園費は、９１，２６１，０００円を減額す

るものでございます。主なものとしましては、幼稚園就園奨励費補助金の補

助対象が当初見込みを下回ったため負担金、補助及び交付金３６，７９４，

０００円を減額するものでございます。 

認定こども園吹田南幼稚園移転整備費につきましては、不用額を減額する

ものでございます。 

次に、社会教育費でございますが、青少年教育費は２，０２９，０００円

を減額するものでございます。主なものとしましては、こどもプラザ事業委

託料等が当初見込みを下回ったため不用額を減額するものでございます。 

１０ページをお願いいたします。 

公民館費につきましては、審議会等委員報酬の不用額１，０４６，０００

円を減額するものでございます。 

図書館費につきましては、１７，４８４，０００円を減額するものでござ

います。主なものとしまして、光熱水費及び工事監理委託料等の不用額を減

額するものでございます。 

少年自然の家費につきましては、工事請負費３，３３１，０００円を減額

するものでございます。 

青少年クリエイティブセンター費につきましては、電算機器借上料８８６，

０００円を減額するものでございます。 

文化財保護費につきましては、委託料の契約差金として１，１５０，００

０円を減額するものでございます。 

青少年活動サポートプラザ費につきましては、４，６８３，０００円を減

額するものでございます。主なものとしまして、報酬、賃金、報償費が当初
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見込みを下回ったため、不用額を減額するものでございます。 

（仮称）健都ライブラリー建設費につきましては、工事請負費、委託料等

で９０，１９８，０００円を、北千里小学校跡地複合施設建設費につきまし

ては、設計委託料で１１，０００，０００円をそれぞれ減額し、旧西尾家住

宅大規模修繕基金積立金５，００３，０００円を新たに計上するものです。 

１１ページをお願いいたします。 

保健体育費でございますが、学校保健体育費につきましては、１０，７７

８，０００円減額するものでございます。主なものとしましては、児童生徒

心臓健診委託料及び空調設備備品購入費の不用額を減額するものでございま

す。 

学校給食費につきましては、５７，７２７，０００円を減額するものでご

ざいます。主なものとしまして、委託料につきましては、工事監理委託料及

び小・中学校給食調理等業務委託において不用額を減額するものでございま

す。工事請負費につきましては、給食調理室改修工事の契約差金による不用

額を減額するものでございます。 

以上、教育費全体で、９５，６６２，０００円の減額補正を行うものでご

ざいます。なお、補正後の教育費総計は１，８８３，８９３，０００円とな

ります。 

最後に、１２ページをお願いいたします。 

繰越明許費の補正をお示ししております。左の列から教育費を項、事項別

に区分し、その右から 繰越額、内容、繰越理由をお示ししております。金

額は千円単位でございます。 

小学校エレベーター設置事業をはじめ１０の事業につきまして、それぞれ

表にお示ししております金額を繰り越すものでございます。 

以上が、令和元年度教育費補正予算案の説明でございます。 

概要のみの説明ではございますが、原案どおり、御承認賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

それでは、この件について、何か御意見はございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認め、議案第１１号「令和２年２月吹田市議会定例会提案の令

和元年度補正予算案について」を承認します。 

次に、日程第５ 教育長報告を議題とします。 

内容は、「損害賠償額の決定に関する専決処分について」です。 

事務局の説明を求めます。 

日程第５ 教育長報告といたしまして、「損害賠償額の決定に関する専決

処分について」御説明申し上げます。 

本件は、片山中学校で施設管理の不備により通行人が負傷する事故が発生

し、損害賠償額の決定について市長による専決処分がされましたので御報告

申し上げるものでございます。 

専決処分日は令和２年２月５日、損害賠償額は２９２，９６７円でござい

ます。 
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事故の概要でございますが、平成３０年１１月３０日午後５時３０分頃、

片山中学校東側通用門前の市道において、相手方個人が南から北へ通行中、

側溝の蓋の間に生じた隙間に左足がはまって転倒し、同人が負傷されたもの

です。 

このような御報告をさせていただくことになり、誠に申し訳なく存じてお

ります。 

何卒、よろしく御了承賜りますよう、お願い申し上げます。 

それでは、この件について、何か御意見はございませんか。 

異議なし。 

御意見がないようですので、教育長報告を終わります。 

次に、日程第６ 議案第１０号「令和元年度末令和２年度当初教職員人事

について」を議題とします。 

本議案は会議冒頭で秘密会とすることを決しましたので、傍聴者は退室を

願います。 

―秘密会― 

ここで秘密会を解きます。 

それでは、これをもちまして本日の議事日程を終了いたしましたので、２

月定例教育委員会会議を閉会いたします。 

  

       閉 会 午後４時４０分 


